



























































 泥質堆積物は, 埋没深度が進行するにつれてそれ自身の重みによる上載荷重によって, 圧密,
 溶解, 膠 結作用を受け, 固化されていく。
 同一時代に堆積した泥質堆積物でも, 堆積環境や造構造運動の差異により, 物理的性質や力学
 的性質, 化学的性質を異にする。 これは, 構成粒子の形状, 円摩度等による圧密固化のメカニズ
 ムや化学的充填作用, 変質作用, 更に結晶作用等に起因する ものであ る。
 圧密固化作用 は長い地質時代の間に行われ, 非常 に複雑であってこれを解明するためには種々
 の試験を行わなければならない。
 1900年代に入り, 諸外国, 特にアメ リカ を中心と して大産油田地帯において多く の坑井が掘削
 され, これに伴って圧密の進行と機構に関する科学的な研究が行われ, 多くの研究論文が発表さ
 れ た。
 我が国においても第二次世界大戦後, 高圧実験技術の進歩と共に, 主要な含油堆積盆地で深部
 試錐により岩芯が採取され, 色々な試験が行われるようになった。 このため, 圧密固化に関する
 研究は飛躍的に発展し. 多数の貴重な資料が得られるようになった。
 本研究は, 上載荷重に鋭敏に反応する鮮新統及び下部更新統の泥質堆積物を対象として, それ
 ぞれの物理的性質, 力学的性質, 化学的性質について試験を行い, 圧密固化作用についての研究
 を行った ものである。
 物理的性質の試験は, 組成や成分その ものに関係する性質を知るため, 力学的性質の試験は強
 度や圧密の程度を知るため, 理化学試験は粘土鉱物の変化, 自生鉱物の生成, 腰結物質の存在等
 について知るために行ったものである。
 X線マイクロァナライ ザーによる試験は, 泥質堆積物の微組織と圧密の進行度との関連を究明
 するための ものであ る。
 偏光顕微鏡による鑑定は, 構成鉱物の種類と, 自生鉱物の有無か ら圧密固化作用との関係を検
 討するために必要であ る。
 陽イ オン置換容量 (C EC) の測定とメチ レンブルーの試験はモンモリロナイ トの含有量や重
 量含有率を把握するために実施した。 モンモリロナイトは層状鉱物で, 他鉱物への転換系列も明
 らかであるので, 圧密固化作用の指標鉱物となる。
 X線粉末回折による同定は, 非定方位法によって全組成鉱物の同定を, 定方位法によって組成
 鉱物のうち粘土鉱物の同定をそれぞれ行った。
 膠結物質化学分析試験は膠結物質の存在により, 泥質堆積物の一軸 圧縮 強度や三軸圧縮試験
 (等方圧密・圧密排水) の変化を究明し, 堆積環境を推定するための試験である。
 pH 試験では, 堆積環境と 自生鉱物の生成条件を研究するための資料を得た。
 ビト リナイ トの反射率は, 有機物の熟成度の指標 となるので埋没深度の検証が可能である。
 物理的な圧密固把作用は, 脱水,'構成粒子の再配列により間隙率が減少する。 この結果, 体積
 一7 37 一
 も縮少し湿潤密度は大きくなる。 間隙率と湿潤密度との問には比例関係が成立する。
 しか し, 物理的性質の試験結果と力学的性質の試験結果を比較すると, かなりのバラツキがあ
 る。 即ち, 一軸圧縮強度～湿潤密度, 一軸圧縮強度～自然含水比の関係は一定の傾向を示さない。
 これは比重の軽い有機物を多く 含有しているか, 重鉱物を含有しているかによって, 湿潤密度に
 差異があることがわかった。 また, 間隙率が大きいにも拘わらず, 一軸圧縮強度が大き いのは,
 腰結物質の含有量に影響されて いることが理化学試験結果か ら明らかとなった。
 三軸圧縮試験 (等方圧密・圧密排水) では膠結物質の含有量の多少により圧縮特性や変形挙動
 が変化する。
 X線マイクロアナライ ザー試験によって, 泥質堆積物のパッキングの 状態を知ることが出来た。
 そして密か ら疎へと4段階にA～ Dに分類 して一軸圧縮強度の結果と比較するとよく一致 した。
 泥質堆積物の構成鉱物の種類とその量比は, 偏光顕微鏡による鑑定で明 らかとなった。
 各泥質堆積物のpH は 2.5～ 7.7の 間にあって二次鉱物との関係について検討すること により堆
 積環境を推定することが出来た。
 ビトリナイ トの反射率の測定と三軸圧縮試験 (等方圧密) の最大埋没深度とは同じ傾向を示し
 た。
 本研究によって明 らかになった事項は次の通りであ る。
 1) 三軸圧縮試験 (等方圧密) によ り, 各泥質堆積物の降伏点の数値から最大埋没深度の算定が
 出来, その時点における間隙率の推定も可能である。 そ して圧密固化作用の最も大きな因子は上
 載荷重である。
 2) 力学的性質の試験結果と理化学的性質の試験結果から膠結物質の多い泥質堆積物と少ない泥
 質堆積物では, 間隙率, 一軸圧縮強度, 三軸圧縮試験 (圧密排水) の応力～歪関係に差異がある。
 泥質堆積物の圧密固化は, 腰結物質の 含有量と成長の度合によって変化すること がわかった。
 3) パッキングの分類と一一軸圧宿強度とはX線マイクロァナライ ザー試験, 力学的性質の試験を
 対比することにより相関々係があ る。 一軸圧縮強度は, 圧密固化の程度を知る指標となる。 そし
 て微組織のパッキ ン グ状態と一軸 圧縮強度とは比例関係にある。
 4) 自生鉱物の種類により, 泥質堆積物の堆積環境の推定は可能である。





 似したもので も, 堆積環境や造構運動の差異によって, その物性は大きく異なる。
 清水昭男提出の論文は, 圧密固化の現象に対して, その要因を, 各種の物理・化学的実験や観
 察のみでなく, 堆積か ら固化に至るまでの環境およ び造構運動の影響について総合的に検討した
 ものである。 対象と した泥質岩は, 新潟県・長野県・福島県・神奈川県・宮崎県のそれぞれ堆積
 盆地を異にする地域の鮮新統および下部更新統から採取 し, 諸種の物性試験, 顕微鏡観察, X線
 マイクロァナライ ザーによる検討な どを駆使して固化にいたる迄の要因を追求している。 具体的
 には, 泥質堆積物の物理的性質の試験を行い, 構成土粒子の比重, 自然含水比, 間隙比, 間隙率,
 湿潤密度, 飽和度, …軸および三軸強度, 透水係数等を決定した後, 間隙率と湿潤密度, 自然含
 水比と湿潤密度, 一軸圧縮強度と湿潤密度及び自然含水比などの相関を求め, さらに, 等方圧密
 曲線上の降伏点を求めて泥質岩内部の流動化特性を明らかにしている。 次いで, 圧密降伏圧力に
 対する湿潤密度の割合か ら各泥質岩の堆積時における埋没深度を算定 し, 圧密固化の最も大きな
 因子は上載荷重であると した上で, 膠結物質の墨差によって, 間隙率と一軸圧縮強度, 三軸圧縮
 試験による応カー歪の関係に差異が生 ずることを明らかに した。 一軸圧縮強度と微組織のパッキ
 ング状態の変化との間に相関のあることは, X線アナライザーによる試験結果と, 一軸圧縮試験
 をもとに検証 し, モ ンモリ・ナイ トその他の自生鉱物の堆積環境ならびに変化過程な どのほか,
 造構応力の地域的差異 も固結度に大きな影響を及 ぼす因子となっていることを明らかに した。
 以上の成果は泥質堆積物のダイ アゼネ シス に関する研究に重要な資料を提供する もので, 清水
 が目立 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有 していることを示 している。
 よって, 清水昭男提出の論文は理学博士の学位論文と して合格と認める。
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